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研 究 課 題 近現代ヨーロッパにおけるメモリアルの比較研究 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

第一次世界大戦１００年期を経て、ヨーロッパ諸国は戦後の秩序再構築の時代から１世紀を

迎える。大戦戦没者追悼碑や各地の民族運動のモニュメント類が建てられていった戦間期の

様相を、メモリアル類の比較分析から明らかにすることが本研究の目的である。  
           
           

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

ブリテン自治領のカナダでは首都オタワに第一次世界大戦のメモリアルが建設された。この

完成は 1937 年で、ジョージ 6 世による除幕式が 5 月に行われたが、同年 10 月に第二次世界

大戦が勃発する。カナダのナショナル・メモリアルは第一次世界大戦に特化することがない

ままに二度の大戦を経て、その後、朝鮮戦争をはじめとする複数の戦争の年代が追加されて

今日に至っている。とくに注目すべきは、メモリアルへの最新の年代追記で 1899-1902（南ア

フリカ戦争）と 2001-2014（アフガン紛争）が対になる面に刻まれ、メモリアルのすべての面

が埋められた形になっている。メモリアル建設本来の戦争以前の年代が追記されたことは、

カナダのナショナル・アイデンティティを考察する上での重要な手がかりである。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

メモリアルへの最新の年代追記は新聞記事等から 2014 年であることが分かった。この年はカ

ナダ議事堂へのテロリスト乱入事件が発生し、メモリアル警護兵 1 名が射殺されている。9.11
以降の「テロとの戦い」の文脈がカナダのメモリアルを読み解くカギでもあることが明らか

になった。また UK やブリテン自治領諸国のメモリアルが「無名兵士」追悼の意味を強調す

ることに対して、カナダの事例は 2014 年にテロリストに射殺された警護兵の名前を刻んだ碑

がメモリアルの敷地内に建てられている。この固有名詞の意味を、今後は引き続き考察する

必要がある。 
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